
橋本正嗣

私
こ
と
、こ
の
度
山
陰
教
区
門
徒

総
代
会
の
会
長
を
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

所
属
す
る
組
・
寺
院
名
は
鹿
足

組
・
円
教
寺
と
申
し
ま
し
て
、
教
区

の
中
で一番
西
側
に
あ
り
、
山
口
県

と
隣
接
し
て
い
て
松
江
か
ら
約
二
〇

〇
キ
ロ
も
あ
り
遠
隔
か
つ
不
便
な
所

で
す
。
加
え
て
自
身
浅
学
非
才
で

あ
り
、
果
し
て
皆
様
の
ご
負
託
に
お

応
え
出
来
る
か
と
不
安
で
は
あ
り

ま
す
が
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
も
と
努

力
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
昨
今
、
国
内
外
に
お
い
て
い

ろ
い
ろ
起
き
て
い
る
事
柄
の
中
で
、

極
め
て
私
的
見
解
で
は
あ
り
ま
す

が
、
何
故
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い

る
の
か
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
も
許
せ
な
い
事
に
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
、
安
倍

元
総
理
を
凶
弾
で
も
って
殺
害
し
た

こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
端
を
発
し
て
次

か
ら
次
へ
と
明
ら
か
に
な
っ
た
旧
世

界
統一教
会
へ
の
高
額
献
金
問
題
と

被
害
の
数
々
の
二
点
が
あ
り
ま
す
。

一方
的
か
つ
独
善
的
な
解
釈
だ
け

で
数
々
の
殺
り
く
を
行
い
、
人
権
を

踏
み
に
じ
り
、「
世
の
な
か
安
穏
な

れ
」の
願
い
と
は
真
逆
な
行
為
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
に
つ
け
暗

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

事
柄
に
対
し
て
宗
教
的
活
動
と
し

て
も
問
題
視
し
た
り
、
論
議
を
重

ね
た
り
す
る
こ
と
が
も
っ
と
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
コロ
ナ
禍
の
中
で

法
座
や
法
要
等
の
行
事
が
中
止
や

む
な
き
こ
と
が
多
く
な
っ
た
り
、
ご

葬
儀
等
も
簡
略
化
が
普
通
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
こ
と
が
、コロ
ナ
禍
が
収

束
し
平
常
に
か
え
っ
た
時
で
も
通
常

化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も

あ
り
ま
す
。

一方
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
世
代

交
代
の
進
展
の
中
で
、お
寺
と
門
信

徒
の
繋
が
り
が
疎
遠
に
な
っ
た
り
希

薄
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
護
持
存

続
に
支
障
を
き
た
し
、
も
っ
て
し
て

お
聴
聞
の
機
会
や
門
信
徒
同
志
の

交
流
の
機
会
が
縮
小
す
る
の
で
は
、

と
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
は

各
組
・
各
寺
院
に
お
い
て
も
い
ろ
い

ろ
と
な
さ
れ
て
い
る
と
拝
察
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
我
が
寺
院
に
お
い
て

も
ご
住
職
と
総
代
会
、
仏
教
壮
年

会
、
仏
教
婦
人
会
の
役
員
が一堂
に

会
し
、私
た
ち
が一体
と
な
って
課
題

を
共
有
し
心
と
力
を
合
わ
せ
て
課

題
解
決
の
た
め
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

と
話
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
実
態

は
な
か
な
か
で
す
。

必
要
な
こ
と
は
、
信
じ
る
と
こ
ろ

に
道
は
拓
け
る
と
の
信
念
を
持
ち

継
続
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

山
陰
教
区
内
の
各
組
・
各
寺
院

そ
れ
ぞ
れ
が一
体
と
な
っ
て
限
り
な

く
前
進
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。�

合
掌

山
陰
教
区
門
徒
総
代
会
　
会
長
　
橋
本
正
嗣

課
題
山
積
の
時

課
題
山
積
の
時
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山
陰
教
区
・
本
願
寺
山
陰
教
堂
　
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
十
月
三
日（
月
）、出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
修
行
し
ま
し
た
。

教
区
内
か
ら
五
七
六
名
の
ご
参
拝
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、
人
数
制

限
を
設
け
、
座
席
を
一
席
ず
つ
空
け
て
お
座
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
区
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
実
施
。

山
陰
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
録
画
映
像
が
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

（
二
〇
二
三
年
五
月
二
十
一
日
ま
で
）



二
〇
二
二（
令
和
四
）年
度

門
徒
総
代
会
研
修
会

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
十
月

六
日
（
木
）、本
願
寺
山
陰
教
堂
教

化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、

「
山
陰
教
区
門
徒
総
代
会
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
の
講
師
は
、
菅
原
昭
生�

師
（
大
田
西
組
西
楽
寺
住
職
）。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
「
お
寺
の
ビ

ジ
ョ
ン
作
成
研
修
」
の
講
師
を
務
め
て

お
ら
れ
ま
す
。

「
過
疎
地
寺
院
の
ア
ガ
キ
と
モ
ガ
キ
～

『
で
き
る
か
、で
き
な
い
か
』
で
は
な
く
、

『
や
る
か
、や
ら
な
い
か
』�

～
」
と
題
し
、

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
パ
ソ
コ
ン
の
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
）を
用
い
た
講
義
で
、こ
れ
か

ら
の
寺
院
運
営
の
あ
り
か
た
、
具
体
的
な

方
策
な
ど
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

過
疎
化
・
高
齢
化
と
い
っ
た
厳
し
い

現
実
を
前
に
、「
ニ
セ
の
危
機
意
識
」
で

は
な
く
「
本
物
の
危
機
意
識
」
を
持
つ

必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
。「
あ
る
べ
き
お

寺
」
で
は
な
く
、
お
寺
の
個
性
に
応
じ

て
内
側
か
ら
出
て
く
る
「
あ
り
た
い
お

寺
」
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
、
と
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
の
中
で
ご
自
坊
で
の
「
ア
ガ
キ

と
モ
ガ
キ
」
の
事
例
と
し
て
、
取
り
組

み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・・�「
百
人
会
」
法
座
や
九
十
九
座
寄
席
な

ど
の
法
座
・
行
事
を
企
画
。

・・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
仏
事
・

行
事
の
実
施
。

・・�
葉
書
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
「
言
の

葉
通
信
」。

・・�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ

タ
ー
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
）
を
運
用
。

こ
こ
に
挙
げ
た
以
外
に
も
、さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

つ
い
つ
い
、「
で
き
る
か
、
で
き
な
い

か
」
を
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、大

切
な
の
は
「
や
る
か
、や
ら
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

ご
講
師
は
最
後
に
、「
こ
れ
か
ら
が
こ

れ
ま
で
を
決
め
る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
組

二
名
の
定
員
を
設
け
て
開
催
。
参
加
人

数
は
三
十
七
名
で
し
た
。

１�．この度の研修会について、日程・会場・開催方法
はいかがでしたか？
・・�日程については特に希望はない。会場はできれば
県中央の方が良い。
・・�研修会の内容をYouTubeなどで配信するなどの方
法もあると思います。HPの活用など検討してみて
はどうですか。
・・�駐車場（玄関前）の駐車方法の工夫が必要（多く
の車を停められるように）
・・�日程・時期・会場・開催方法とも良いと思います。
・・�短くもなく長くもなく、良かった。

２�．この度のご講師のお話はいかがでしたか？
・・�良くならない理由を考えるのではなく、できるこ
とからやるのが良いと思いました。
・・�とても時代に合った講題で話がよくわかった。どこ
のお寺でもあてはまる内容で参考になった。具体
的な内容があり、もっと多くの人と一緒に聞きたい。
・・�具体的で、また、今日的な話題でよくわかりました。
これから、どうやるのかを考えていきたいと思い
ます。ただ、ITはわかるまでがなかなか難しいか
と思いますが。
・・�インターネットを利用した仏事・行事は参考になった。
・・�かみくだいてわかりやすく話していただいて引き

込まれるように聞けた。
・・�非常に良かった。講義がわかりやすかった。いろ
いろな方法でつながりができていること、考え方
が参考になった。
・・�当寺院も高齢化に伴う門徒減少問題をかかえてお
り、参考になりました。

３�．次回の研修会ではどのようなお話を聞いてみたい
と思われますか？
・・�インターネットを利用する事例をもっと多くの人
と一緒に聞きたい。
・・�本願寺の歴史。
・・�門徒の維持について。
・・�今回のような研修内容が必要だと痛切に思いまし
た。お寺の生き残り策をテーマに継続実施を期待
します。
・・�各寺院の活動の良かった点・悪かった点などを聞
きたい。今後の取り組みの参考にしたいから。

４�．その他、お気づきのことがありましたらご記入く
ださい。
・・�切り口を「寺」としないで「人」として取り組ん
でください。
・・�関係者の皆さま、ありがとうございました。

2022（令和４）年度 山陰教区門徒総代会研修会アンケート（抜粋）
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大
田
東
組
は
旧
大
田
市
内
の
三
組
が
合

併
し
四
十
か
寺
と
大
き
な
組
織
と
な
り
、

「
実
践
運
動
」
を
推
進
す
る
た
め
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
、「『
伝
え
る
』
か
ら
『
伝
わ
る
』
へ
～

と
も
に
ま
な
び
と
も
に
動
こ
う
」
と
掲
げ
、

五
部
門
十
五
部
会
で
の
編
成
に
よ
り
「
実

践
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、門
徒
総
代
会
を
は
じ
め
組
内
の
部
会

が
連
携
し
た
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
：「『
み
ん
な

の
寺
子
屋
』
～
地
域
を
支
え
る
子
ど
も
ご

縁
づ
く
り
～
」】
子
ど
も
た
ち
に
居
場
所

を
提
供
し
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
年
十
一
回
開
催
（
今
年
で
二
年
目
）。

主
に
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

て
現
在
十
三
家
族
十
七
名
が
参
加
。
仏
さ

ま
の
お
話
、
子
ど
も
報
恩
講
、
工
作
・
お

や
つ
作
り
、
町
内
歴
史
散
策
、
海
岸
清
掃
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
、
各
部
会
や
若
手

僧
侶
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
な
が
ら

寺
院
内
外
で
の
ご
縁
づ
く
り
と
し
て
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。（
関
連
し
て
、【
仏
教

壮
年
会
】
で
は
「
子
ど
も
の
貧
困
」、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
」
に
つ
い
て
研
修

会
を
開
催
。）

【
門
信
徒
・
僧
侶
研
修
会
】
リ
モ
ー
ト
で

の
講
演
会
の
開
催
や
、
市
民
に
も
呼
び
か

け
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画（『
沖
縄
戦
』、

『
ア
ト
ム
の
庭
』）
を
上
映
。
ま
た
、【
仏

教
女
性
会
（
仏
婦
）】
を
中
心
に
、「
浄
土

真
宗
の
み
教
え
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
催
。
運
営
や
参
加
募
集
は

門
徒
総
代
会
も
含
め
各
部
会
が
共
催
し
て

行
っ
た
と
こ
ろ
、
講
演
の
ね
ら
い
や
今
後

の
課
題
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
組
全
体
で

共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
連
研
】
三
期
目
の
開
催
。
現
在
十
七

名
が
十
二
の
問
い
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

山陰教区門徒総代会　各組代表理事名簿
任期：2022（令和４）年４月１日～2024（令和６）年３月31日

（敬称略）
各組代表理事

組　名 所属寺 名　前 ５ブロック
鳥取因幡 浄 善 寺 竹 内 紀 彦 新任

鳥取ブロック
鳥取伯耆 真 光 寺 紙 本 克 美 新任
松 江 蓮 教 寺 古 山 亮 二 新任

出雲ブロック
出 雲 妙 壽 寺 槇 野 博 巳 新任
神 門 光 林 寺 神 田 　 進 新任
出 雲 南 慈 眼 寺 吾 郷 生 善 新任
飯 南 一 念 寺 大 森 民 雄 再任
大 田 東 真 浄 寺 竹 本 嘉 人 再任

石東ブロック大 田 中 玉 泉 寺 三 井 隆 治 再任
大 田 西 明 円 寺 小 川 和 邦 再任
佐 波 明 光 寺 尾 原 繁 樹 再任

邑智ブロック
川 本 福 常 坊 東 間 宏 之 再任
千 須 賀 西 光 寺 岡 本 明 憲 再任
邑 智 東 光 明 寺 木 村 　 勇 新任
邑 智 西 西 念 寺 椿 　 公 章 再任
江 津 正 福 寺 瀨 頭 龍 平 再任

石西ブロック
浜 田 浄 念 寺 原 田 義 則 新任
三 隅 西 方 寺 山 本 光 政 新任
益 田 専 光 寺 吉 村 　 稔 再任
鹿 足 圓 教 寺 橋 本 正 嗣 再任

役 　 　 員
役　職 名　前 備　考

会 長 橋 本 正 嗣
副 会 長 竹 本 嘉 人
副 会 長 吉 村 　 稔
常 任 理 事 紙 本 克 美 鳥 取 ブ ロ ッ ク
常 任 理 事 大 森 民 雄 出 雲 ブ ロ ッ ク
常 任 理 事 小 川 和 邦 石 東 ブ ロ ッ ク
常 任 理 事 東 間 宏 之 邑 智 ブ ロ ッ ク
常 任 理 事 原 田 義 則 石 西 ブ ロ ッ ク
監 事 古 山 亮 二
監 事 槇 野 博 巳

法
座
を
通
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最

後
に
【
門
徒
総
代
会
】
で
は
、
隔
年
の
日

帰
り
研
修
会
と
対
面
に
よ
る
研
修
会
は
中

止
、独
自
研
修
と
し
て
「
冊
子
」（
※
）
を

会
員
に
配
布
し
読
後
の
感
想
を『
組
報
』に

掲
載
。
ま
た
、「
私
た
ち
の
ち
か
い
」
四
か

条
を
日
々
の
生
活
の
中
で
唱
和
し
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
携
帯
用
（
名
刺
版
に
ラ

ミ
ネ
ー
ト
を
貼
付
）
を
作
成
し
、
会
員
に

配
布
。
ま
た
、
去
る
十
月
三
日
の
「
山
陰

教
区
慶
讃
法
要
」
を
研
修
の
一
部
と
位
置

付
け
、
参
拝
し
た
門
徒
総
代
全
員
に
参
加

経
費
を
補
助
し
た
結
果
、
多
数
の
方
が
参

拝
し
、
法
要
の
ご
縁
を
慶
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

人
口
減
少
、
過
疎
化
、
核
家
族
化
、
仏

事
の
簡
素
化
等
、
お
寺
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
と
い
え
ま
す
。
門
徒
総
代
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
「
チ
ー
ム
大
田
東
」
で

目
指
す
「
実
践
運
動
」
の
目
標
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
、
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※�

『「
私
た
ち
の
ち
か
い
」
の
味
わ
い
』
釈

徹
宗�

著
・『
毎
日
を
仏
法
と
い
う
鏡
に
』

小
池
秀
章�

著
・『
日
々
の
暮
ら
し
と
、

「
歎
異
抄
」』
井
上
見
淳�

著
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
田
東
組
の
活
動
状
況

大
田
東
組
　
竹
本
　
嘉
人



「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
仏
事
・
行
事
は
参
考
に

な
っ
た
。」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
事
例
を
も
っ

と
多
く
の
人
と
一
緒
に
聞
き

た
い
。」

本
年
度
の
総
代
会
研
修
会

を
受
講
さ
れ
た
方
か
ら
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
こ
ん
な
ご
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
会
の
講
義
の
中
で
、
ご

講
師
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
仏

事
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
広
報
活
動
な
ど
の
事

例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
践
運
動
山
陰
教
区
委
員

会
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促

進
を
進
め
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
委
員
会
で
は
、

「
機
器
の
使
い
方
が
わ
か
る
人

も
い
れ
ば
、
わ
か
ら
な
い
人

も
い
る
。
そ
の
こ
と
に
留
意

し
て
進
め
て
欲
し
い
。」
と
の

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
お
声
も
あ
る

こ
と
を
心
に
留
め
な
が
ら
、

日
々
の
事
務
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（

事
務
局
）

第13号 2023（令和 5）年 3月31日

2021（令和3）年度�山陰教区門徒総代会　一般会計決算
自 2021（令和3）年4月1日　至 2022（令和4）年3月31日

【歳入の部】
款 項 費　目 決算額 予算額 対比△減 説明
1 繰越金 769,442 769,442 0

1 前年度繰越金 769,442 769,442 0 令和 2年度繰越金
2 会費 763,000 772,000 △�9,000

1 当年度会費 763,000 772,000 △�9,000 令和 3年度会費
2 前年度未収金 0 0 0

3 研修会参加費 39,000 60,000 △�21,000
1 研修会参加費 39,000 60,000 △�21,000 第 4 連区研修会参加費

4 助成金 340,000 290,000 50,000

1 助成金 340,000 290,000 50,000
全国門徒総代会助成金（連区研修会助成金�150,000円、組
活動推進事業助成金�30,000円、前年度助成金�20,000円）�
山陰教区助成金（連区研修会助成金�70,000円、教区助
成金�70,000円）

5 雑収入 5,567 5,578 △�11
1 雑収入 5,567 5,578 △�11 預金利息等
合　計 1,917,009 1,897,020 19,989

【歳出の部】
款 項 費　目 決算額 予算額 対比※超過 説明
1 事業費 216,392 680,000 463,608

1 研修費 137,192 600,000 462,808 第4連区研修会開催経費
2 会報印刷費 79,200 80,000 800 「門徒総代会だより」発行

2 会議費 168,401 250,000 81,599
1 理事会費 88,950 150,000 61,050 理事会（各組代表者）1回、会計監査
2 常任理事会費 79,451 100,000 20,549 常任理事会 2回

3 教化助成費 200,000 400,000 200,000
1 教化助成費 200,000 400,000 200,000 �1�組20,000円

4 組織強化費 30,000 30,000 0
1 組織強化費 30,000 30,000 0 全国門徒総代会教区負担金

5 事務費 30,957 90,000 59,043
1 通信印刷費 25,446 80,000 54,554 発信費
2 諸費 5,511 10,000 4,489 振込手数料

6 雑費 0 10,000 10,000
1 雑費 0 10,000 10,000

7 出向費 31,160 30,000 ※�1,160

1 全国門徒総代会
費 11,228 10,000 ※�1,228 全国門徒総代会出席経費（オンライン）

2 連絡協議会費 19,932 20,000 68 第 4 連区連絡協議会（オンライン）
8 予備費 0 407,020 407,020

1 予備費 0 407,020 407,020
合　計 676,910 1,897,020 1,220,110

歳入合計 1,917,009 歳出合計 676,910 差引金額 1,240,099 ※2022（令和 4）年度に繰越


